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井
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井
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典

銀
座
ダ
ッ
ク
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巳
作
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恵

寛
麗
会　
　
　

加
藤
魏
山

小
金
井
洋
之
輔

宮
川
祐
一

　

多
く
の
方
に
ご
奉
納
い
た
だ
き

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

銅
鳥
居
上
よ
り
神
社
に
向
か
っ

て
建
立
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。

嬉
賀
眞
仁

熊
谷
剛
文
・
熊
谷
節
子

村
野　

廉

﹇
一
基

奉
納
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）﹈

　

拝
殿
正
面
を
飾
る
大
注
連

縄
等
を
毎
年
ご
奉
納
い
た
だ

き
、
気
持
ち
の
良
い
新
年
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
御
〆
講　

麻
問
屋
麻
光
」

村
松
直
樹

佐
藤
武
久

大
口　

眞

渡
邊
敏
雄

塩
谷
和
弘

出
井
大
輔

宮
井
利
香
子

宮
井
芙
美
子

梶

恵
司

伊
藤
和
子

川
越
麻
友
美

鈴
杵
睦
彦

小
泉
清
子

稲
福
正
美

川
西
郁
生

松
本
和
治

杉
田　

陽

宮
内
寛
光

小
林　

宏

中
村
洋
人

城
田
安
里
躍

戸
田
浩
二

東
海
林　

守

杉
本　

恒

猪
鼻
悦
雄

尾
花
勝
芳

青
木
克
夫

海
老
澤　

健

小
次
郎
工
房

笹
本
英
子

市
川　

実

市
川
良
子

市
川
貴
紀

渡
邉
真
理

濵
中
満
江

田
中
満
男

小
村
高
平

五
十
嵐
金
夫

小
林
利
惠

成
田
八
重
子

椙
山
真
美

横
溝
知
幸

株
式
会
社
テ
ィ
エ
ラ
・
リ
サ
・
セ
シ
ー
ル　

本
道
真
智
子

板
橋
氷
川
神
社　

宮
司　

篠　

直
嗣

板
橋
天
祖
神
社　

宮
司　

小
林
美
香

上
板
橋
桜
川
敬
神
講

髙
瀬
講
中　
　
　
　
　
　

小
野
源
一

有
限
会
社
ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ　

梅
原
英
明

有
限
会
社
小
町
建
築
設
計
事
務
所

小
町
幸
生

有
限
会
社
サ
ン
ベ
ア
ー　

進
藤
喜
一

福
泉
自
動
車
株
式
会
社

三
谷
囃
子
連
中

株
式
会
社
清
水
製
作
所　

清
水
浩
久

武
蔵
野
清
運
有
限
会
社　

伊
藤
一
太

別
格
本
山
大
明
王
院　

竹
田
海
衆

桜
接
骨
院　
　
　
　
　
　

馬
場
一
行

馬
塲
家
・
鶴
田
家

有
限
会
社
ア
ク
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ　

今
村　

穣

有
限
会
社
金
咲
通
産　

金
﨑　

強

株
式
会
社
ウ
チ
ダ
ハ
ウ
ス　
　
　

青
梅
市
観
光
協
会

飯
能
市　

飯
能
一
丁
目
永
代
御
嶽
講
中

川
崎
市　

土
橋
講
中

川
崎
市　

馬
絹
講
中

筑
波
大
学
宗
教
学
ゼ
ミ

令
和
五
年
九
月
一
日
〜
令
和
六
年
八
月
三
十
一
日

　

太
々
神
楽
奏
上
数
が
減
少
し
て
お
り

ま
す
。
一
般
の
方
で
も
お
申
込
は
出
来

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

https://www.youtube.com/watch?v=5Sb49nbuRMo&t=920s

神楽と雅楽の一般公開

夜神楽

YouTube にて公開中

　

当
社
で
は
、
敬
神
奉
賛
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
敬
神
奉
賛

会
と
は
、
御
嶽
大
神
の
御
神
徳
を
敬
う
方
々
の
集
ま
り
で
す
。

皆
様
の
敬
神
の
念
に
よ
り
、
武
蔵
御
嶽
神
社
が
永
続
的
に
護
持

発
展
す
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

奉
賛
員
に
は
例
祭
、
祭
典
・
行
事
の
ご
案
内
の
ほ
か
、
新
年

に
向
け
て
の
御
神
札
頒
布
な
ど
各
種
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
入
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す

賛
助
費　
　
　

特
別
会
員
（
会
社
で
入
会
希
望
の
場
合
）　

一
〇
、〇
〇
〇
円

個
人
会
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
、〇
〇
〇
円

家
族
会
員
（
個
人
会
員
の
同
一
世
帯
の
ご
家
族
一
名
様
毎
）

三
、〇
〇
〇
円

※
詳
し
く
は
社
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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御
岳
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

か
つ
て
は
三
〇
度
を
越
え
な
い
と
言
わ
れ

た
御
岳
山
も
、
茹
だ
る
よ
う
な
暑
さ
に
包
ま

れ
た
こ
の
夏
。
そ
ん
な
御
岳
山
の
夏
が
過
ぎ

去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
に
日
に
夕
方
は

心
地
の
良
い
風
が
抜
け
、
過
ご
し
や
す
い
気

候
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
御
岳
山

の
夕
方
以
降
の
愉
し
み
方
の
一
つ
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
「
武
州
み
た
け
」
を
読
ん
で
い
る
方
に
知

ら
な
い
方
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
「
夜
神
楽
」。

武
蔵
御
嶽
神
社
の
「
神
楽
」
は
東
京
都
の
無

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、
六
月
か
ら
十
月
の

期
間
、
武
蔵
御
嶽
神
社
神
楽
殿
に
て
毎
月
第

四
日
曜
日
の
二
十
時
か
ら
、
ど
な
た
で
も
無

料
で
観
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
夜
神
楽
、
見
る
視
点
を
た

く
さ
ん
持
つ
こ
と
で
楽
し
さ
が
倍

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
お
す
す
め
の

「
夜
神
楽
」
鑑
賞

す
。
よ
く
舞
わ
れ
る
演
目
は
「
神
功
皇
后

（
じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う
）」「
鯛
釣
り
」「
稲
荷
」

な
ど
。
登
場
人
物
や
そ
の
人
物
像
が
分
か
る

と
所
作
や
佇
ま
い
に
“
意
味
“
が
見
え
て

き
ま
す
よ
。

そ
し
て
、
二
つ
目
は
「
楽
」。
奏
で
ら
れ

る
楽
の
音
色
は
、
ど
れ
も
雅
で
あ
り
な
が

ら
場
面
に
よ
っ
て
大
き
く
雰
囲
気
を
変
え

ま
す
。
音
色
か
ら
ど
ん
な
楽
の
音
か
当
て

て
み
る
の
も
面
白
い
で
す
よ
（
奏
者
は
見

増
し
ま
す
の
で
、
今

回
は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
お

す
す
め
す
る
観
覧
の

視
点
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、

舞
の
ス
ト
ー
リ
ー
と

な
る
「
神
話
」
に
つ

い
て
少
し
だ
け
知
っ

て
か
ら
見
る
こ
と
で

え
な
い
の
で
答
え

合
わ
せ
は
出
来
ま

せ
ん
が
…
）。

　

最
後
は
「
装
束

と
面
」
で
す
。
登

場
人
物
そ
れ
ぞ
れ

を
象
徴
す
る
装
束

や
面
に
は
見
ど
こ

ろ
が
い
っ
ぱ
い
。

人
物
像
と
装
束
が

リ
ン
ク
す
る
と
、

神
話
の
一
部
始
終
が
そ
こ
に
見
え
て
き
ま

す
。

　

さ
あ
、
ス
タ
ッ
フ
が
お
す
す
め
す
る
夜

神
楽
の
楽
し
み
方
は
い
か
が
で
し
た
か
？

ぜ
ひ
、
い
ろ
ん
な
視
点
で
満
喫
し
て
く
だ

さ
い
ね
！

　
「
武
蔵
御
嶽
神
社
太
々
神
楽
」
は
江
戸

期
に
端
を
発
し
、
山
に
住
ま
う
神
職
が
舞

い
と
奏
楽
を
代
々
受
け
継
ぎ
な
が
ら
伝
承

し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
春
の
風
物
詩

と
も
い
え
る
ほ
ど
日
に
何
度
も
奏
上
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に

回
数
は
減
少
し
、
現
在
は
年
に
数
え
る
ほ

ど
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

太
々
神
楽
奏
上
は
最
も
格
式
高
い
参
拝

方
法
で
あ
り
、
祭
礼
を
執
り
行
い
、
神
楽

を
舞
う
、
神
社
を
あ
げ
て
行
う
大
き
な
祝

事
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
奏
上
さ
れ
た

方
の
み
が
お
受
け
い
た
だ
け
る
特
別
な
御

札
「
神
楽
大
麻
」
は
、
一
万
回
の
お
参
り

と
同
じ
御
利
益
が
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

御
神
前
に
奏
上
し
、
大
神
様
の
御
霊
を

御
慰
め
す
る
と
と
も
に
人
も
楽
し
む
神
人

和
楽
の
太
々
神
楽
。
詳
細
や
不
明
点
、
日

時
等
、
お
電
話
に
て
気
軽
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
お
申
し
込
み

を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

太
々
神
楽
の
ス
ス
メ

御嶽菅笠（靱矢嘉史家所蔵）


